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ひとりの研究者の短かすぎた軌跡

—故長谷川史郎氏の業績を回顧して 一�

高 村 奉 樹
＊

「農耕の技術研究会」の会貝長谷川史郎氏が若くして急逝されてから， 間も

なく 1 年になる。氏の京都大学農学部の作物学研究室における学生時代から15

年近い歳月を， 折にふれ共にしてきた先輩のひとりでありながら， 病床の氏を

見舞いもせず， 別れてしまったことをまことに申しわけなも また 残念に思

う。

多くの友人や先翡たちも， 長谷川氏の元気な姿が急に消えたことを駕き， ま

た深く悲しんでいる。そこで，本研究会が「作物学領域研究会」と称した頃か

ら， 烏取の佐治川や信州の野辺山などでの研究会に共に参加し論じ合った仲間

のひとりとしても， ここに長谷川氏の研究のあとをたどり，その業絞を通じて

あらためて氏を偲びたい。

畏谷川氏，いやここでは長谷川君と呼ぶことをゆるされたい， の学部， 大学

院を通じての研究テーマは「地下部湿度に対する水稲品種の生育反応」であっ

た。 当時の作物学研究室の主要テ ー マのひとつを担うことになった わけであ

る。長谷川君は， とくに水稲品種の生態的特性のちがいの由来に典味をもって

いるようであった。卒業論文のための実験は，助手の私が指専，協力すること

になった。 ことなる地下部湿度条件下での個体光合成の測定， 稲体中の多抵要

素の動きや出穂後の還元・非還元糖の消長の調査など，いくつか試みたい点を
あげると， かれはそれらすべてを一夏かけて， 文字どおり休むひまもなく実行
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に移した。その行動力と黙って仕事に打ちこむ姿には眼をみはらされたが，実

卿こ時間を取られすぎたせいか， 修士課程進学は 1 年おくれてしまった。大学
院では多数の水稲品種を用いて日長と地下部温度をかえる， まことに手のか

かる処理をやはり面倒がらずにひとりでつづけていた。 その結果として， 日長

反応のことなる品種では， 地下部湿度（瀧漑水温・地温）が主枠総葉数および

各葉の出葉間隔の両要素に与える影響がそれぞれことなることを明らかにして

いる。水稲の出穂特性を規定する現境要因として， すなわち従来考えられてき

た「感温性」発現の機作を説明する要因としも地下部温度を取りあげようと
する意図のもとに， かれは論文原稿を作製した。 その後閻もなく，退官された

研究室の長谷川名誉教授を中心として， 地湿研究会が発足しており• 関連研究
の成果を整理・検討する作業が行われたが，かれはその原稿をもって話題提供

を行っている。しかし， その原稿がついに刊行されることなく終ったのは残念

である。

修士修了後， 1年を経て， 長谷/[[君は大阪府立大学の農学部農業工学科の盛
業気象環境学研究室の助手となった。 そこで， かれがテ ー マとして選んだの

が， 以後， ずっと追究することになるC,植物とc,植物に関する農業気候学的
研究である。その契機についてはかれの口から寵接きく機会がなかったが， 当

時， 作物学的にしばしば論議されるようになっていたからというだけでなく，

さらに強い動機はかれの大学院後期における研究室のセミナーの影響が与って

力があったものとおもわれる。丁度大学紛争の時期をへて，研究室はもとより
大学のなかでの研究のありかた論議はまことにさかんであったが， 一方で， 渡
部教授の指導のもとに， アメリカの地理学者 C,0.Sauer の「農耕の起源と伝

播」を中心としたセミナ ーもひらかれていた。いままで専ら水稲だけを対象と

して実験に明け暮れていた長谷川君も， 私たちと同様に• 栽培植物の歴史と栽

培地の多様性を世界的規模で論じる， このセミナーに大きな刺激をうけたにち

がいない。「作物学領城研究会」の共同研究報告書 (1975) にアルゼンチンの気

候学者Papadakisによる気候区分法とその有効性について紹介し， また「C,

作物と C, 作物の栽培地の分布」について多くの文献や資料をもとにした論文












